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今後の取り組み、課題②

採用活動を強化します！
深刻な人手不足に対応するため、2018年９月に
首都圏に社員寮を設置、2019年４月には大阪に
も社員寮を設置、100戸超を確保いたしました。
また、警備員採用の専任担当者を設置し、警備員
採用の強化に取り組んでおります。今後も、女性や
アクティブシニアを積極採用するなど、採用活動
の強化に取り組んでまいります。

今後の取り組み、課題③

警備員離職防止を強化します！
警備員の指揮命令系統上の上長とは別に、警備員
が勤務している警備現場を訪問し、警備員と仕事の
悩みや相談等の面談を担当するラウンダーという
社員を巡回させております。深刻な人手不足に対
応するため、今後も、ラウンダーの増員を図るなど
し、警備員の離職率低下に取り組んでまいります。

今後の取り組み、課題①

受注体制を強化します！
2019年の20カ国・地域首脳会議や改元関連、ラ
グビーＷ杯の開催、2020年には東京五輪・パラ
リンピックと、大規模国際的イベントが相次いで予
定されております。これらに伴って警備強化が想
定される鉄道施設での「鉄道警備隊」によるパト
ロールや、ラグビーＷ杯や東京五輪・パラリンピッ
ク会場施設や入場ゲートの警備、また最寄り駅か
ら会場までのラストマイル警備等の需要増加が想
定されております。当社グループは、これらの受注
体制を強化してまいります。

共栄セキュリティーサービスは1985年の創業以来、【「誠実」かつ「確実」】を経営理念として、社会の安全に寄与すること
に取り組んできました。 当社は、その経営理念の実現のため「教育のレベルは、会社のレベル。」 というスローガンを掲
げ、一人ひとりの社員を正義感と判断力を兼ね備えたセキュリティーのプロフェッショナルに育て上げることで、お客様に
高品質な警備を提供し、社員自身が成長を実感し、そして企業価値の増大につながると考え、事業に取り組んできました。

当社は、設立当初より交通誘導警備を主な事業として取り組んできましたが、2000年に大型施設の施設警備を開始した
ことを契機に、施設警備の拡大を加速させてきました。今では、施設警備、交通誘導警備を中心に、ボディーガードなど網
羅的な人的警備を事業としています。私たちは、最前線の警備現場でお客様に安全・安心をお届けする「ラストワンマイ
ル」となる人的警備のプロフェッショナルカンパニーとして、収益力の強化と事業規模の拡大に挑戦し続けています。

今後とも、皆様の変わらぬご理解、ご支援をお願い申し上げます。

■ 売上高 単位：百万円 単位：百万円 単位：百万円■ 経常利益 ■ 親会社株式に帰属する当期純利益

今日という日が、みなさまにとって、いつもの1日であるように。

代表取締役社長 我妻 文男
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連結財務諸表

新規上場について

2019年３月18日、東京証券取引所ＪＡＳＤＡＱスタンダード市場へ新規上場いたしました。
ここに謹んでご報告申し上げますとともに、創業以来34年間、これまでの多くの皆様のご支援、
ご高配に心より感謝申し上げます。

いよいよ今年、来年と大規模国際的スポーツイベントや会議が開催されます。それを背景に、
イベント会場のみならず交通インフラ警備の需要増加が想定されており、警備会社にとって
非常に重要な時期を迎えております。
また、日本における安心安全に対する社会的意識は年々向上しており、警備に対する社会的
役割期待が高まっております。こうした社会的ニーズの高まりを当社成長の起爆剤と位置づけ、
皆様の期待に応えられるよう積極的に取り組んでまいります。

共栄セキュリティーサービスは、株主やお客様はじめ全てのステークホルダーの皆様から
信頼される企業であり続けるために、法令遵守のもと、コーポレート・ガバナンスの充実に
取り組んでまいります。また、上場企業として果たすべき社会的責任を重視し、社会全般との
良好かつ持続的なかかわりの中で、できることを１つ１つ取り組んでまいります。

今後も、持続的成長をめざし尽力してまいります。引き続き、変わらぬご支援・ご指導を賜り
ますようお願い申し上げます。

COMPANY PROFILE 会社概要・株式情報
2019年3月31日現在

会社概要
商 号

設 立

資 本 金

従 業 員 数

本社所在地

監 査 法 人

共栄セキュリティーサービス株式会社

1985年（昭和60年）5月15日

498,707,000円

1,658名（連結）

東京都千代田区九段南１丁目６番１７号

千代田会館

太陽有限責任監査法人

役　員
代表取締役社長

専 務 取 締 役

常 務 取 締 役

取 締 役

取 締 役

取締役（社外）

常勤監査役（社外）

監査役（社外）

監 査 役

我妻 文男

我妻 和文

阿部 克巳

芹澤 成美

大亀 北斗

河近 芳昭

伊藤 芳雄

森本 新

大和田 好博

株式の状況
3,500,000株

1,506,500株

847名

発行可能株式数

発行済株式総数

株 主 数

連結貸借対照表 単位：百万円

流動資産

固定資産

科　目

1,851
1,212

3,203
1,155

前連結会計年度
2018年3月31日

当連結会計年度
2019年3月31日

資産合計 3,063 4,359

資
産
の
部

流動負債

固定負債

631
47

756
41

負債合計 679 797

負
債
の
部

株主資本合計

その他の包括利益
累計額合計

2,379

4

3,554

7

純資産合計 2,384 3,561

純
資
産
の
部

負債純資産合計 3,063 4,359

連結キャッシュ・フロー計算書 単位：百万円

連結損益計算書 単位：百万円

科　目

売上高 5,347 5,682
営業利益 305 403
経常利益 388 426

当期純利益 260 277

税金等調整前
当期純利益 389 423

親会社株主に
帰属する当期純利益 260 277

前連結会計年度
自 2017年4月1日
至 2018年3月31日

当連結会計年度
自 2018年4月1日
至 2019年3月31日

科　目

営業活動による
キャッシュ・フロー 153 389
投資活動による
キャッシュ・フロー △ 24 69
財務活動による
キャッシュ・フロー △ 19 893
現金及び現金同等物の
期末残高 624 1,976

前連結会計年度
自 2017年4月1日
至 2018年3月31日

当連結会計年度
自 2018年4月1日
至 2019年3月31日

2019年３月18日、東京証券取引所ＪＡＳＤＡＱスタンダード市場へ新規上場

大株主

合同会社あっとプラニング

マックスコーポレーション（株）

（株）ケイ・エス・エス

650千株

100千株

80千株

43.15％

6.64％

5.31％

株主名 持株数 持株比率

（郵便物送付先） 〒168-8507 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
みずほ信託銀行株式会社 証券代行部　0120-288-324

株主メモ

事 業 年 度

定時株主総会

基 準 日

公告の方法

上場証券取引所

株主名簿管理人

毎年4月1日から翌年3月31日まで

毎年6月開催

定時株主総会　毎年3月31日

期末配当　毎年3月31日　中間配当　毎年9月30日

当社ホームページに掲載します。
［公告掲載URL］ https://www.kyoei-ss.co.jp/
ただし、やむを得ない事由が生じた場合は、

日本経済新聞に掲載します。

東証JASDAQスタンダード

東京都中央区八重洲1丁目2番1号　みずほ信託銀行株式会社


